
   「今こそ社会教育の振興・充実」 

所報〈ひびき〉

笑顔あふれる“

青森県総合社会教育センター      

所長 石 田 一 成 

“心豊かに

 東日本大震災は、私たちに経済のみならず、人間の在り方や生き方、家族の在

り方、地域コミュニティの在り方など、これまで私たちが培ってきた価値をもう

一度原点に立ち返り見直せと問いかけたような気がします。「人が生まれ、育ち、生き、学ぶ」とはど

ういうことなのか。生きることの意味、学ぶことの意味、教育の意味などです。

　その中で頭に浮かんだのが「地域コミュニティの活性化」でした。私たちは人と人のつながりの中で

生きています。その基盤となる地域を活性化させなければ、教育もまた成り立たないと考えるようにな

りました。

　「地域コミュニティ」をベースに教育を捉えると、学校教育、社会教育、家庭教育のみならず、企業

や団体、行政を含め、社会の構成員全てが教育の担い手と言えます。また、それらが有機的に関わり合

う地域コミュニティの構築は、生涯学習社会の構築そのものだとも言えます。その中核的な役割を果た

すのが、とりもなおさず社会教育だと思っています。

　学校教育の充実もさることながら、社会教育と学校教育、地域の企業や団体等が連携し、様々な教育

活動をしていくことが、心豊かな人間性を育むために必要であると考えています。

　東日本大震災を伝えた世界のニュースは、その被害の甚大さを伝えるとともに、日本人の行動や考え

方を大きく取上げました。困難に直面してもなお、忍耐強く、礼節ある行動、気高い考え方、感謝の気

持ちなど、世界の人びとに日本人の普遍的な価値観や品格が報道されました。被災地である本県の県南

地方、岩手県、宮城県、福島県のそれぞれが長い歴史の中で培った「地域の教育力」を教えられまし

た。ともすれば現在の私たちが忘れがちな価値ではなかったでしょうか。

　東日本大震災を教訓に、もう一度私たちの生き方を見つめ直し、子どもたちが心豊かに育つ社会、若

者が誇りを持ち活き活きと活動する社会、高齢者が生きがいを創造できる社会を実現していくことが私

たち社会教育センターの使命だと捉え、研修や事業に取組んで行きたいと考えています。 
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地域づくりの中核的役割を担う生涯学習・社会教育関係職員及び関係団体職員を育成するため、専 

門的な研修を実施します。 

（公開講座日程）  会場 青森県総合社会教育センター 

 
   
   

 

 

 

   

開催日 テーマ 講 師 

７／1７（水） 普段の暮らしから見る文化 
ＮＰＯ法人アートコアあおもり 

        理事長 佐々木 高  雄 氏 

８／ ８（木） メディアの活用と情報発信 元青森放送(株) 制作局長 安  達 尚  彦 氏 

９／ ９（月） 美術館は精神の館 青森県立美術館  館長 鷹  山 ひばり 氏 

11/11（月） 地域コミュニティーの活性化 
高知のまちづくりを考える会 

         代表 畠 中 智 子 氏 

教育活動支援課事業��      �合� ���０１７�７３９�１２７０

未来を担う子どもたちを健全に育成するため、地域ぐるみで子どもたちを育む意識や主体的な取組

を啓発するとともに、学校と地域の協働を推進する人材及び子どもたちの育成に関わる活動実践者を

養成することを目的とした研修を行います。 

�研修会（�地区１�開催） 

地 区 開催日 会 場 講 師 

上 北   6／19（水） 三沢市公会堂 青森県立保健大学准教授  浅田 豊 氏 

西 北   6／25（火） 
五所川原市民 

学習情報センター 
弘前大学客員教授    齋藤 厚 氏 

三 八   7／ 9（火） 八戸市福祉公民館 弘前大学講師     深作 拓郎 氏 

東 青  10／ 9（水） 青森県総合社会教育センター
小平市立学校支援コーディネーター  

連絡協議会会長     布 昭子 氏 

下 北 10／23（水） 下北文化会館 青森県立保健大学准教授 浅田 豊 氏 

中 南 10／31（木） 弘前市総合学習センター 弘前大学講師     深作 拓郎 氏 

�公開講� ８／２０（火）会場 青森県総合社会教育センター  

 講師：横浜市立東山田中学校コミュニティハウス 館長 竹原 和泉 

「学校・家庭・地域の連携による教育の推進」 ～子どもの育成に多くの人を巻き込む仕組みづくり～ 

 地域において中心的な役割を担うコーディネーター等関係者の資質向上や情報共有を図りながら、

放課後子ども教室推進事業と放課後児童健全育成事業の連携を目指すことにより、放課後子どもプ

ランをより効果的に進めることを目的とした研修会を行います。 

後�  ９／２５（水）東北町民文化センター 

   １０／ ３（木）青森県武道館 

講師 日本赤十字社青森支部職員、少年自然の家社会教育主事、放課後子ども教室プログラム実践者 
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育成研修�事���        �合せ ���０１７�７３９�１２５３

青少年が自らの思いを社会の中で実現させる行動力を身につけること

を目的とした、自主性やリーダーの資質を高める講座です。 

講義・演習・仲間との実践活動・地域の大人との触れ合いを通して、コ

ミュニケーション力や実践力をつけることができます。  
 地区 期  日 会  場 

１ 合同 ６/２９（土）～３０（日） むつ市下北自然の家 

２ 
下北 ７/１４（日） むつ市民体育館 

東青 ７/２１（日） 平内町中央公民館 

３ 合同 ７/２７（土）～２８（日） 平内町中央公民館 

４ 
東青   ９/７（土） 平内町中央公民館 

下北 ９/１４（土） むつ来さまい館 

５ 合同 １０/５（土） 青森県総合社会教育センター

６ 
東青 １１/２（土） 平内町中央公民館 

下北 １１/３（日） むつ市民体育館 

７ 合同 １２/１４（土）～１５（日） 公立小川原湖青年の家 

 

開催日 会場 研 修 内 容 

7/6(土) 
(公開講座) 

土手町コミュニティパーク 
（弘前市） 

創造塾 基調講演「創発からのまち育て」 

パネルトーク「わたしがことをおこしたとき」 

7/20(土) 弘前市まちなか情報センター 【講義・演習】フィールドワークのノウハウ 

8/17(土) 青森県総合社会教育センター 
【講義・演習】 
「自分の未使用ポテンシャルを発揮するには」 

8 月中 弘前市 「しゃべり場」実施 

9 月中 弘前市 フィールドワーク「まち歩き」実施 

9/14(土) 青森県総合社会教育センター 【講義・演習】思わず手に取るチラシの作り方 

9/28(土) 弘前市総合学習センター 
【講義・演習】地域を元気にする総合戦略 

～先輩の活動から～ 

10/19(土) 青森県総合社会教育センター 
【事例研究】先輩の活動から学ぶ 

【講義・演習】モデル企画づくり 

10 月以降 【モデル活動実践】 

7 月～3 月 
【武者修行】行政や外部団体等が主催するイベントや研修会等へ 2 つ以上参加し、経験を

深める。 

新たな活動者の発掘と育成、仲間づくりの促進やネットワーク（つながり）の形成･強化、活動
の活性化を目的とし、地域づくりに取り組む活動者を育成します。 
１ 対象 中南・西北地区在住で実践活動に意欲のある方（20～40 歳代）を、塾生１年生とし

て募集します。�２０���（平成 24 年度は、県南地方の方を募集しています。） 
２ 研修期間 平成 25 年度～平成 26 年度（2 年を 1 サイクルとして実施します。） 
３ 平成 25 年度スケジュール 
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主な業務内容
研修室使用受付
学習機会情報､人材情報､団体･サークルの情報
視聴覚教材（DVD･ビデオ･16ｍｍフィルム）貸出等
ボランティア等社会参加活動の相談受付

指定管理においては、あおもり県民カレッジ
運営業務や総合社会教育センターの総合窓口を
担当しております。

 開所時間 午前９時～午後６時 
      （研修室は午後９時まで使用可） 
 休 所 日 毎月第４月曜日、 
      年末年始（12/29～12/31、1/1～1/3） 

電話 ０１７－７３９－１２５１（代表） 
ファクシミリ ０１７－７３９－２５７０ 

子育て中の不安や悩み・家庭教育全般に関する
問題にお応えする、寄り添い型の家庭教育相談
を行っています。

対象
就学前児童から高校生までの子どもをもつ
親や家族

電話相談　０１７－７３９－０１０１
毎週火・木曜日　１３：００～１６：００
（祝日・年末年始を除く）

メール相談　２４時間受付
青森県総合社会教育センターＨＰから「あお
もり子育てネット」をクリックしてください。

　地域全体で、子育てを支援するために、地域の「絆」を育み、地域課題を解決していけるよう
な、地域密着型の家庭教育支援者を育成する全８回の講座です。各地区の中で交流をします。 

申込み・問合せ（教育活動支援課）０１７－７３９－１２７０

申込み・問合せ（育成研修課）０１７－７３９－１２５３申込み・問合せ（育成研修課）０１７－７３９－１２５３

対　　　象　家庭教育支援活動中の方、家庭教育支援担当者又は興味・関心のある県民
期日・場所　三八地区　５月～　９月（五戸町・南部町）
　　　　　　中南地区　８月～１２月（大鰐町・藤崎町）
内　　　容　家庭教育支援基礎講座、カウンセリングに大切なこと、問題解決のプログラム
　　　　　　作成の仕方、プログラム実践など
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「この印刷物は 2,500 部作成し、印刷経費は１部当たり 29円 40銭です」
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